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【目的】 
制御性 T 細胞により慢性拒絶反応の発生メカニズムが切断されることを実現するため、今までス
トレスとリラックス方法や実験的運動療法を検討した上で、移植看護や移植リハビリ実施と同時に抗
原特異的制御性 T 細胞による、移植免疫寛容を誘導し、慢性拒絶反応を抑制する。その機序と応用性
を検討する。現在では副作用のためにためらわれている移植も実用化される可能性がある。 
 
【方法】 
1. 抗原特異的な制御性 T細胞の体内分布、寿命、使用量と使用頻度の検討。 
2. 移植看護や移植リハビリの方法を用いて、生体のホメオスタシスを維持する。 
3. 生体のホメオスタシスによる抗慢性拒絶反応の機序と応用性を検討する。 
4. 結果をまとめ、国内外学会や学術論文を発表する。 
 
【結果】 
1. 抗原特異的な制御性 T 細胞の体内分布、寿命、使用量と使用頻度を検討した。適当な使用量と使
用頻度を明らかにした。 
2. 移植看護や移植リハビリの方法を用いて、生体のホメオスタシスを維持することが有用である 
3. 生体のホメオスタシスによる抗慢性拒絶反応の機序と応用性を検討中である。。 
4. 論文をまとめ、学術雑誌と国際学会で発表をしました。 
 
【結論】 
移植看護や移植リハビリ実施と同時に抗原特異的制御性 T 細胞による、移植免疫寛容を誘導し、
慢性拒絶反応を抑制する。その機序を検討する上で、実用化される可能性がある。 
 
   以上の詳細については、合同研究発表会にて発表する。 
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